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平
成
26
年
度

全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会

東
海
大
が
７
連
覇

第
62
回
全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

１
年
生
の
梅
ヶ
谷
翔
（
中
央
大
）
が
頂
点
に
立
つ

第
48
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
選
手
権
大
会

松
本
弥
月
（
法
政
大
）
が
女
子
学
生
日
本
一

男子優勝＝東海大
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試
合
は
男
女
と
も
国
際
柔
道
連
盟
試
合

審
判
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
、
勝
敗
の
判
定

基
準
は
有
効
以
上
、
点
取
り
方
式
で
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
に
よ
り
争
わ
れ
た
。

■
男
子
（
62
チ
ー
ム
出
場
）

　

学
生
な
が
ら
全
日
本
選
手
権
を
制
し
た

王
子
谷
剛
志
を
主
将
と
し
、
６
年
連
続
で

優
勝
の
東
海
は
、
初
戦
（
２
回
戦
）
で
大

阪
産
業
に
７
―
０
、
３
回
戦
で
清
和
に
６

―
１
、
準
々
決
勝
で
明
治
に
４
―
１
で
勝

利
し
た
。
準
決
勝
で
は
天
理
と
対
戦
。
東

海
は
３
―
３
と
勝
者
数
で
並
ば
れ
た
も
の

の
、
次
鋒
・
ウ
ル
フ
ア
ロ
ン
、
中
堅
・
王

子
谷
、
副
将
・
ベ
イ
カ
ー
茉ま
し

秋ゅ
う

の
一
本
勝

が
効
い
て
内
容
差
で
天
理
を
降
し
た
（
天

理
は
一
本
勝
１
と
技
有
で
の
勝
ち
が
２
）。

　

一
方
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
２
年
連
続
準

優
勝
の
日
本
が
準
決
勝
で
筑
波
と
対
戦
。

筑
波
は
、
準
々
決
勝
で
前
回
３
位
の
国
士

舘
を
降
し
て
の
四
強
入
り
。
波
に
乗
り
た

東
海
大
が
逆
転
勝
利
、
最
多
更
新
の
７
連
覇

全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会

　

平
成
26
年
度
全
日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会
（
男
子
63
回
・
女
子
23
回
）
は
、
６
月
28
〜

29
日
に
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ
た
。
大
会
に
は
全
国
９
地
区
か
ら
選
抜
さ
れ
た
チ
ー

ム
が
出
場
し
た
。

　

男
子
は
決
勝
で
東
海
が
日
本
に
勝
利
。
７
年
連
続
で
学
生
柔
道
の
頂
点
に
立
ち
、
自
ら

が
持
つ
連
覇
の
記
録
を
更
新
し
た
。
女
子
は
５
人
制
で
山
梨
学
院
が
環
太
平
洋
を
退
け
て

３
年
ぶ
り
５
回
目
、
３
人
制
で
は
鹿
屋
体
育
が
２
年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
を
遂
げ
た
。

男子決勝・五将戦＝東海・渡邉は、
試合開始早々に日本・大内から袖
釣込腰で一本勝した（右上から連
続写真）
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い
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
日
本
に
勝
利
し
た

の
は
三
将
の
神
谷
快
の
み
。
日
本
は
、
全

日
本
選
手
権
準
優
勝
の
経
験
を
持
つ
原
沢

久
喜
を
は
じ
め
、
レ
イ
ズ
カ
ヨ
ル
、
１
年

生
な
が
ら
奮
闘
の
佐
藤
和
哉
が
、
そ
れ
ぞ

れ
一
本
勝
を
収
め
、
再
び
東
海
と
決
勝
を

争
う
こ
と
に
な
っ
た
。

▽
決
勝
戦

　
　

東
海　
　

４
―
２　
　

日
本

阪
本
健
介　
　

優
勢
勝
　

制
野
孝
二
郎

松
雪
直
斗　
　

大
外
刈
○　

原
沢
久
喜

渡
邉
勇
人　

○
袖
釣
込
腰　
　

大
内
一
徹

王
子
谷
剛
志　

引　

分　
　

レ
イ
ズ
カ
ヨ
ル

ウ
ル
フ
ア
ロ
ン
○
内　

股　
　

安
達
裕
助

ベ
イ
カ
ー
茉
秋

優
勢
勝　
　

佐
藤
和
哉

長
澤
憲
大　

○
大
外
刈　
　

黒
木
正
弘

　

先
鋒
戦
は
日
本
・
制
野
が
東
海
・
阪
本

か
ら
小
外
刈
で
有
効
を
奪
っ
て
勝
利
。
次

鋒
戦
も
、
日
本
・
原
沢
が
東
海
・
松
雪
に

十
分
な
組
手
か
ら
の
大
外
刈
で
一
本
勝
を

収
め
、
日
本
が
リ
ー
ド
を
広
げ
た
。

　

追
う
立
場
の
東
海
。
五
将
の
東
海
・
渡

邉
は
、
試
合
開
始
早
々
に
袖
釣
込
腰
で
攻

め
る
と
、
日
本
・
大
内
の
体
は
き
れ
い
な

弧
を
描
い
て
、
背
中
か
ら
畳
に
打
ち
つ
け

ら
れ
た
。

　

中
堅
戦
は
東
海
・
王
子
谷
と
日
本
・
レ

イ
ズ
の
対
戦
。
ケ
ン
カ
四
つ
で
組
手
争
い

に
時
間
を
費
や
し
、
引
き
分
け
と
な
る
。

　

三
将
戦
、
日
本
・
安
達
は
東
海
・
ウ
ル

フ
の
内
股
を
堪こ
ら

え
て
崩
し
、有
効
を
奪
う
。

ウ
ル
フ
は
先
制
さ
れ
る
も
、
諦
め
ず
に
攻

め
、
開
始
３
分
半
に
内
股
で
勝
利
し
た
。

　

副
将
戦
、
東
海
・
ベ
イ
カ
ー
は
、
日
本
・

佐
藤
の
奥
襟
を
摑つ
か

ん
で
動
き
を
封
じ
、
右

手
で
佐
藤
の
後
ろ
帯
を
取
る
や
否
や
、
引

込
返
で
技
有
を
奪
う
。
そ
の
ま
ま
時
間
と

な
り
、
ベ
イ
カ
ー
が
佐
藤
を
退
け
た
。
こ

の
時
点
で
東
海
が
３
―
２
と
逆
転
し
、
勝

利
が
確
定
し
た
（
大
将
戦
で
日
本
が
一
本

勝
し
て
も
、
内
容
差
で
東
海
に
軍
配
）。

大
将
戦
は
東
海
・
長
澤
が
日
本
・
黒
木
を

大
外
刈
で
降
し
、
７
年
連
続
20
回
目
の
優

勝
に
花
を
添
え
た
。

◎
優
勝
＝
東
海
・
上
水
研
一
朗
監
督

「
渡
邉
に
は
期
待
の
言
葉
を
か
け
続
け
て

き
ま
し
た
が
、
最
後
に
男
気
を
出
し
ま
し

た
。
競
っ
た
試
合
で
も
選
手
た
ち
は
自
分

を
見
失
わ
ず
に
頑
張
り
ま
し
た
」

◎
優
勝
＝
東
海
主
将
・
王
子
谷
剛
志
選
手

「
４
年
間
優
勝
を
続
け
る
こ
と
が
出
来

て
、
嬉
し
い
で
す
。
全
日
本
選
手
権
の
と

き
の
よ
う
に
、『
す
ご
い
こ
と
を
や
っ
て

し
ま
っ
た
』
と
い
う
感
じ
で
す
。
決
勝
で

は
後
輩
た
ち
が
、
最
後
ま
で
勝
利
を
信
じ

て
戦
っ
て
く
れ
ま
し
た
」

男
子
決
勝
・
次
鋒
戦
＝

日
本
・
原
沢
（
左
）
が
東
海
・
松

雪
に
大
外
刈
を
決
め
る

男子決勝・副将戦＝東海・ベイカー（下）が日本・佐藤に引込返
で技有を奪う

男子決勝・三将戦＝
東海・ウルフ（左）が日本・安達を内股で攻める一本勝で終えた大将・長澤を迎える東海チーム
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■
女
子
５
人
制
（
34
チ
ー
ム
出
場
）

　

２
連
覇
中
の
環
太
平
洋
は
準
決
勝
で
日

本
と
対
戦
し
、先
鋒
の
渡
部
優
花
が
日
本
・

遠
藤
真
海
に
縦
四
方
固
で
一
本
勝
。
次
鋒

戦
、
中
堅
戦
は
引
き
分
け
。
副
将
・
千
葉

英
里
子
は
日
本
・
原
田
祐
花
に
裏
投
で
技

有
を
奪
っ
て
勝
利
。
こ
こ
で
環
太
平
洋
が

２
勝
を
あ
げ
て
決
勝
に
進
出
し
た
。

　

２
年
連
続
準
優
勝
の
山
梨
学
院
は
、
準

決
勝
で
帝
京
と
対
戦
。
先
鋒
戦
で
引
き
分

け
、
次
鋒
戦
で
一
本
負
す
る
も
、
中
堅
戦

で
佐
野
賀
世
子
が
帝
京
・
佐
俣
優
依
に
小

外
掛
を
決
め
て
勝
利
。
そ
の
後
、副
将
戦
、

大
将
戦
で
一
本
勝
を
収
め
、
３
―
１
で
帝

京
を
降
し
、
決
勝
に
進
出
し
た
。

▽
決
勝

　

山
梨
学
院　

２
―
１　

環
太
平
洋

鶴
岡
来
雪　

優
勢
勝　
　

廣
木
あ
す
か

出
口
ク
リ
ス
タ

引

分

渡
部
優
花

長
内
香
月　
　

合　

技
○　

宇
野
友
紀
子

佐
野
賀
世
子
○
縦
四
方
固　
　

千
葉
英
里
子

井
上
愛
美　
　

引　

分　
　

梅
木
真
美

　

先
鋒
戦
は
山
梨
学
院
・
鶴
岡
が
低
い
姿

勢
か
ら
の
背
負
投
で
環
太
平
洋
・
廣
木
か

ら
有
効
を
奪
い
、
優
勢
勝
。
次
鋒
戦
は
引

き
分
け
。
中
堅
戦
は
、
環
太
平
洋
・
宇
野

が
技
有
と
な
る
大
外
刈
を
２
度
決
め
て
合

技
で
勝
利
し
た
。
１
―
１
で
迎
え
た
副
将

戦
、
山
梨
学
院
・
佐
野
は
背
負
投
で
技
有

を
奪
う
。
そ
の
後
、
隅
落
で
有
効
と
し
、

そ
の
ま
ま
縦
四
方
固
に
抑
え
込
ん
で
一
本

勝
し
た
。
大
将
戦
は
山
梨
学
院
・
井
上
が

消
極
的
な
組
手
で
指
導
３
を
受
け
る
も
、

時
間
ま
で
環
太
平
洋
・
梅
木
の
攻
撃
を
凌し
の

い
で
引
き
分
け
。
２
―
１
で
山
梨
学
院
が

辛
勝
し
、
３
年
ぶ
り
５
回
目
の
優
勝
を
果

た
し
た
。

◎
優
勝
＝
山
梨
学
院
・
山
部
伸
敏
監
督

「
関
東
地
区
予
選
決
勝
で
筑
波
に
敗
退
し

ま
し
た
。
た
だ
の
負
け
に
し
な
い
よ
う
、

練
習
内
容
や
私
生
活
を
見
直
し
ま
し
た
」

女子５人制準決勝・副将戦＝
環太平洋・千葉（右）対日本・原田

女子５人制決勝・副将戦＝山梨学院・佐野（奥）は、環太平洋・千葉か
ら隅落で有効を奪い、そのまま縦四方固で抑え込んだ

女子５人制決勝・中堅戦＝
環太平洋・宇野（左）対山梨学院・長内

女子 5人制決勝・先鋒戦＝
山梨学院・鶴岡（左）対環太平洋・廣木

女子５人制準決勝・中堅戦＝
山梨学院・佐野（左）対帝京・佐俣
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◎
優
勝
＝
山
梨
学
院
副
将
・
佐
野
賀
世
子
選
手

「
去
年
は
環
太
平
洋
の
髙
橋
ル
イ
選
手
に

一
本
負
し
て
し
ま
い
、
チ
ー
ム
の
敗
戦
が

決
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
勝
負
所
で
結
果

が
出
せ
て
よ
か
っ
た
で
す
」

■
女
子
３
人
制
（
28
チ
ー
ム
出
場
）

　

前
回
優
勝
の
東
京
学
芸
は
５
人
制
に
出

場
。
決
勝
は
前
回
３
位
の
鹿
屋
体
育
と
前

回
準
優
勝
の
創
価
。

　

先
鋒
戦
は
引
き
分
け
、
中
堅
戦
は
鹿
屋

体
育
・
堀
歩
未
が
創
価
・
桺や
な

川が
わ

愛
佳
に
払

巻
込
で
有
効
、
さ
ら
に
後
袈
裟
固
で
勝
利

し
た
。
大
将
戦
は
鹿
屋
体
育
・
江
口
高
千

穂
が
創
価
・
蟹
江
和
美
に
払
巻
込
で
一
本

勝
。２
年
ぶ
り
２
回
目
の
優
勝
を
遂
げ
た
。

◎
優
勝
＝
鹿
屋
体
育
・
小
山
田
和
行
監
督

「
男
女
が
同
じ
練
習
内
容
で
稽
古
を
し
て

い
ま
す
。
選
手
は
厳
し
い
稽
古
や
怪
我
に

も
よ
く
耐
え
ま
し
た
。
地
方
大
学
で
も
勝

て
る
こ
と
を
証
明
し
た
か
っ
た
で
す
」

【
大
会
結
果
】

■
男
子

▽
優　

勝
＝
東
海
大

▽
準
優
勝
＝
日
本
大

▽
三　

位
＝
天
理
大
、
筑
波
大

■
女
子
５
人
制

▽
優　

勝
＝
山
梨
学
院
大

▽
準
優
勝
＝
環
太
平
洋
大

▽
三　

位
＝
日
本
大
、
帝
京
大

■
女
子
３
人
制

▽
優　

勝
＝
鹿
屋
体
育
大

▽
準
優
勝
＝
創
価
大

▽
三　

位
＝
び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
、

　
　
　
　
　

早
稲
田
大

女子５人制優勝＝山梨学院大

女子３人制優勝＝鹿屋体育大

女子３人制決勝・中堅戦＝堀（右）対桺川

マ
ン
ガ
・
武
道
の
す
す
め

漫
画
家
・
別
府
大
学
教
授

田
代
し
ん
た
ろ
う

　著

柔
道
は
、
大
澤
慶
己
、
長
谷
川
博
之
、
腹
巻
宏
一

吉
村
和
郎
、
山
内
直
人
の
５
氏
を
掲
載
！

日本武道館の単行本

お問い合わせ・ご注文は
日本武道館出版広報課まで
TEL 03-3216-5147

大
人
も
子
ど
も
も
読
ん
で
読
ん
で
楽
し
く
、
た
め
に
な
る
武
道
教
養
マ
ン
ガ
。

Ｂ
５
判
・
２
３
６
頁
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〈広告〉

その歴史と技法柔道柔道
筑波大学体育系教授 藤堂 良明 著

第一章　組討ちの起こりと技法
　　　　　体術の起こりと技法
　　　　　組討ちの体系化と技法

第二章　柔術諸流派の歴史と技法
　　　　　竹内流腰廻
　　　　　関口新心流柔術
　　　　　起倒流柔術
　　　　　起倒流柔道
　　　　　直信流柔道
　　　　　真之神道流柔術
　　　　　天神真楊流柔術

第三章　講道館柔道の歴史と技法
　　　　　講道館柔道の創設と技法
　　　　　嘉納治五郎の乱取開発
　　　　　講道館柔道の行事と整備
　　　　　警視庁武術大会の勝利と技法
　　　　　学校体操への柔道導入の試み
　　　　　学校における柔道普及の実態
　　　　　高専柔道の起こりと技法
　　　　　嘉納治五郎の他武道への接近
　　　　　精力善用国民体育の創案と技法
　　　　　全日本柔道選士権大会の開催と技法

第四章　第二次世界大戦後の柔道復活と技法
　　　　　第二次大戦中の柔道界と技法
　　　　　第二次大戦後の柔道禁止と復活
　　　　　格技柔道から武道柔道へ
　　　　　女子柔道の競技化と技法

第五章　柔道技法の変遷と国際化への課題
　　　　　柔道技法の変遷と特徴
　　　　　柔道の国際的普及と発展
　　　　　段位制度の国際比較
　　　　　柔道の国際化と課題

目　次

　柔道の歴史を振り返りつつ、その技法が、どのように
形作られてきたのかを、丁寧に解説しています。

四六判・上製・330頁・本体2,400円＋税

　武道の稽古は、技を通して精神を磨き、やがて社会のため
になるという教育の道でもあった。時代は移り変われども、日本
の伝統に培われた〝武道としての柔道〟を見失わないでいた
だきたいと願うものである。（本書「あとがき」より抜粋）

「原点に帰る」には、「原点を知る」必要がある。
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

役に立つ
少年柔道指導法

向井 幹博 著
講道館道場指導部課長

( Ａ５判・並製・DVD 付・414 頁 )

女子柔道の
　　歴史と課題

山口 香 著
筑波大学体育系准教授

（ 四六判・上製・412 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

嘉納治五郎師範に学ぶ

村田 直樹 著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・292 頁 ）

大先輩に聞く

田谷 将俊 著
月刊「武道」記者

（ 四六判・上製・376 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

柔道は
すばらしい

腹巻 宏一 著
柔道塾紀柔館館長

（ 四六判・上製・310 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

( B５判・上製・DVD 付・336 頁 )

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

―その歴史と課題
柔道の国際化

村田 直樹著
講道館図書資料部長

（ 四六判・上製・552 頁 ）

子どもの心を育む
武道

菅野　純 著
早稲田大学教授・教育カウンセラー

（ 四六判・上製・410 頁 ）
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第
62
回
全
日
本
学
生
剣
道
選
手
権
大

会
、
第
48
回
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
選
手

権
大
会
、
第
61
回
全
日
本
学
生
剣
道
東
西

対
抗
試
合
、
第
８
回
全
日
本
女
子
学
生
剣

道
東
西
対
抗
試
合
（
主
催
＝
全
日
本
学
生

剣
道
連
盟
、毎
日
新
聞
社
）
は
７
月
５
日
・

６
日
の
両
日
、
日
本
武
道
館
で
開
催
さ
れ

た
。

　

学
生
剣
士
日
本
一
を
決
め
る
本
大
会
。

男
子
は
梅う
め

个が
た

谷に
か

翔け
る

（
中
央
大
１
年
）、
女

子
は
松
本
弥み

月づ
き

（
法
政
大
４
年
）
が
そ
れ

ぞ
れ
初
優
勝
に
輝
い
た
。
東
西
対
抗
試
合

で
は
、
男
女
と
も
東
軍
が
制
し
、
通
算
成

績
を
男
子
が
44
勝
16
敗
（
１
引
き
分
け
）

と
し
、
女
子
は
３
勝
５
敗
と
し
た
。

選
手
権
大
会

　

５
日
に
女
子
（
87
名
出
場
）、
６
日
に

男
子（
176
名
出
場
）の
試
合
が
行
わ
れ
た
。

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
、
試
合
時
間
は
男

子
５
分
、
女
子
４
分
の
三
本
勝
負
。
時
間

内
に
決
し
な
い
場
合
は
、
時
間
無
制
限
の

一
本
勝
負
に
よ
る
延
長
戦
で
争
わ
れ
た
。

▽
男
子

　

準
決
勝
に
勝
ち
上
が
っ
た
４
名
の
中

で
、
唯
一
本
大
会
に
お
い
て
実
績
を
残
し

て
い
る
の
は
、
昨
年
度
の
覇
者
・
村
瀬
諒

（
日
本
体
育
大
）。
そ
の
村
瀬
と
対
戦
す
る

の
は
永
井
雪
新
（
中
央
大
）。
も
う
一
つ

の
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
梅
ヶ
谷
翔
（
中
央
大
）

と
今
村
侑
資
（
大
阪
体
育
大
）
の
対
戦
。

　

梅
ヶ
谷
対
今
村
。
梅
ヶ
谷
は
、
鍔つ
ば

迫ぜ

り

合あ

い
か
ら
引
き
面
を
何
度
も
打
つ
が
決
め

ら
れ
な
い
。
両
者
は
決
め
手
の
な
い
ま
ま

延
長
へ
。
鍔
迫
り
合
い
か
ら
お
互
い
に
離

れ
て
一
足
一
刀
の
間
合
い
に
入
る
と
、
今

村
は
面
を
、
梅
ヶ
谷
は
小
手
を
同
時
に
打

込
む
。
梅
ヶ
谷
に
旗
が
２
本
上
が
り
勝
負

が
つ
い
た
。

　

村
瀬
対
永
井
。
手
数
が
多
い
の
は
村

瀬
。
跳
び
込
み
面
、
逆
胴
、
片
手
突
き
と

多
彩
に
技
を
繰
り
出
す
。
一
方
の
永
井

は
、
攻
め
き
れ
ず
に
技
が
出
せ
な
い
。
村

瀬
は
間
合
い
を
詰
め
、
永
井
の
手
元
が
上

が
っ
た
隙
を
逃
さ
ず
、
跳
び
込
み
小
手
を

決
め
た
。
村
瀬
が
延
長
戦
を
制
し
、
連
覇

を
か
け
決
勝
の
舞
台
へ
駒
を
進
め
た
。

　

決
勝
、
梅
ヶ
谷
対
村
瀬
。
梅
ヶ
谷
は
、

一
年
生
ら
し
い
ス
ピ
ー
ド
の
あ
る
竹
刀
さ

ば
き
で
、
村
瀬
に
も
打
ち
負
け
ず
に
攻
め

る
。
一
進
一
退
の
攻
防
が
続
き
時
間
内
で

は
勝
負
が
つ
か
な
い
。
延
長
に
入
り
、
攻

め
の
勢
い
が
衰
え
な
い
の
は
梅
ヶ
谷
。
鍔

迫
り
合
い
か
ら
お
互
い
一
歩
、
二
歩
と
下

が
っ
た
瞬
間
、
梅
ヶ
谷
の
跳
び
込
み
面
が

決
ま
り
、
初
優
勝
を
手
に
し
た
。

全日本学生剣道選手権大会　全日本女子学生剣道選手権大会
全日本学生剣道東西対抗試合　全日本女子学生剣道東西対抗試合

一
年
生
の
優
勝
は

　
　
　
　

史
上
３
人
目
14
年
ぶ
り

男子決勝＝梅ヶ谷（左）対村瀬

梅
个
谷
翔
（
中
央
大
）

が
優
勝

男子
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◎
男
子
優
勝
＝
梅
个
谷
翔
選
手（
中
央
大
）

「
体
力
に
は
自
信
が
あ
り
、
粘
り
強
く
、

ど
ん
な
汚
い
形
で
も
勝
て
ば
よ
い
と
い
う

貪
欲
な
気
持
ち
で
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。

　

高
校
生
の
頃
の
得
意
技
は
、
引
き
技

や
、
出
小
手
が
中
心
で
、
跳
び
込
み
面
は

あ
ま
り
決
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
学

生
に
な
っ
て
か
ら
の
稽
古
で
は
、
跳
び
込

み
面
を
意
識
し
て
稽
古
を
続
け
て
き
ま
し

た
。
そ
の
稽
古
の
成
果
を
出
せ
れ
ば
優
勝

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
し
た
。

　

引
き
技
で
も
前
に
出
る
技
で
も
決
め
ら

れ
る
強
い
剣
道
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
思
い

ま
す
」

▽
女
子

　

準
決
勝
は
、
関
東
大
会
の
優
勝
者
、
渡

邊
タ
イ
（
日
体
大
）
を
降
し
、
初
の
準
決

勝
へ
勝
ち
進
ん
だ
川
﨑
茜
（
早
稲
田
大
）

が
秋
田
惠
（
近
畿
大
）
と
対
戦
。
一
方
で

は
、
３
年
前
に
本
大
会
２
位
の
松
本
弥
月

（
法
政
大
）
が
、
中
四
国
大
会
覇
者
の
中

川
澄
霞
（
広
島
大
）
と
顔
を
合
わ
せ
た
。

　

川
﨑
対
秋
田
は
、
両
者
慎
重
な
戦
い
ぶ

り
で
延
長
と
な
る
。
秋
田
が
面
に
跳
ん
だ

と
こ
ろ
を
、
川
﨑
は
出
小
手
を
放
ち
、
勝

利
し
た
。

　

松
本
対
中
川
は
、
両
者
積
極
的
に
技
を

出
し
合
う
が
４
分
で
は
決
着
が
つ
か
ず
延

長
へ
。
松
本
は
、
鍔
迫
り
合
い
か
ら
中
川

を
押
し
崩
し
た
瞬
間
に
引
き
面
を
打
ち
勝

負
を
決
め
た
。

　

決
勝
、
松
本
対
川
﨑
。
技
の
切
れ
、
打

込
む
本
数
と
も
松
本
の
ほ
う
が
上
回
る
。

自
分
の
ペ
ー
ス
で
攻
め
込
む
松
本
に
対

し
、
受
け
に
ま
わ
っ
て
し
ま
う
川
﨑
。
時

間
内
に
決
着
が
つ
か
ず
延
長
戦
へ
。
先
に

間
合
い
を
詰
め
た
の
は
松
本
。
誘
い
だ
さ

れ
る
よ
う
に
跳
び
込
み
面
を
打
っ
た
川
﨑

に
対
し
、
松
本
は
面
返
し
胴
を
決
め
て
初

優
勝
に
輝
い
た
。

松本弥月（法政大）

　　悲願の女子学生日本一
◎
女
子
優
勝
＝
松
本
弥
月
選
手（
法
政
大
）

「
今
日
の
試
合
は
、
何
が
良
か
っ
た
の
か

は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
運
が
味
方
し
て
く

れ
た
こ
と
と
、
一
生
懸
命
に
剣
道
を
し
よ

う
と
思
っ
て
試
合
に
臨
ん
だ
結
果
だ
と
思

い
ま
す
。
優
勝
を
目
指
そ
う
と
い
う
気
持

ち
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

試
合
中
に
や
り
に
く
い
相
手
だ
と
か
を

考
え
て
し
ま
う
と
、
集
中
力
が
途
切
れ
て

し
ま
う
の
で
、
と
に
か
く
旗
が
上
が
る
ま

で
は
集
中
し
て
試
合
を
し
ま
し
た
。

　

私
が
こ
の
よ
う
な
よ
い
思
い
が
で
き
る

の
は
、
稽
古
仲
間
が
あ
っ
て
の
こ
と
な
の

で
、
個
人
戦
の
優
勝
に
満
足
す
る
こ
と
な

く
、
９
月
の
団
体
戦
で
も
よ
い
結
果
が
出

せ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
」

女子決勝＝松本（奥）対川﨑

女
子

心技体 人を育てる総合誌
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監　

督
・
井
島
章
（
日
本
体
育
大
Ｏ
Ｂ
）

東
軍　

助
監
督
・
前
田
美
枝
（
東
京
女
子
体
育
大
Ｏ
Ｇ
）

　
　
　

助
監
督
・
秋
野
禎
見
（
日
本
体
育
大
Ｏ
Ｂ
）

　
　
　

監　

督
・
鵜
沼
克
彌
（
同
志
社
大
Ｏ
Ｂ
）

西
軍　

助
監
督
・
橋
本
彰
子
（
龍
谷
大
Ｏ
Ｇ
）

　
　
　

助
監
督
・
岩
熊
昌
毅
（
福
岡
教
育
大
Ｏ
Ｂ
）

※
名
前
上
部
の
藺
は
優
秀
選
手
賞

◇
全
日
本
学
生
剣
道
東
西
対
抗
試
合
（
男
子
）

大
将

副
将

3
将

4
将

5
将

6
将

7
将

8
将

9
将

中
堅

11
将

12
将

13
将

14
将

15
将

16
将

17
将

18
将

次
鋒

先
鋒

  

東　

軍
（
１
人
残
し
で
勝
利
）

　

北
川　

清
太

◯
兵
藤　

裕
則

　西
村
慶
士
郎

　

遠
藤　

元
気

　

樫
原　

圭
亮

　佐
藤　
　

瞭

　高
倉　

寛
矢

　

小
林　

幸
暉

　

森
塚　
　

健

〃

◯
竹
ノ
内
佑
也

　

濱
崎　

翔
大

　

佐
藤　
　

耀

　

林
田　

匡
平

　

裏
田　

雄
大

〃

◯
加
藤　

宏
明

　

久
保
田
陽
介

〃 〃 〃 〃

◯
村
瀬　
　

諒

〃 〃

◯
黒
木　

翔
平

　

宮
本　

具
征

　

井
手　

俊
宏

氏　

名

４ ４ ４ ４ ４ ３ ３ ４ ４ ３ ３ ４ ３ ３ ４ ４ ３ ４ ２ ３ 学
年

法
政
大

中
央
大

早
稲
田
大

東
北
学
院
大

明
治
大

山
形
大

国
士
舘
大

新
潟
大

日
本
体
育
大

筑
波
大

国
際
武
道
大

札
幌
大

筑
波
大

北
海
道
教
育
大
旭
川
校

東
海
大

金
沢
大

日
本
体
育
大

東
北
学
院
大

北
海
道
大

慶
應
義
塾
大

学
校
名

延
コ

㋱ ㋙ ド メ ◯ド ㋙ コ
コ

コ
コ

㋱ ◯ド
メ

㋱
メ

㋱
メ 各

試
合
結
果㋙　 コ　 ㋙

メ
㋱　 ㋙

コ
㋱　 ㋱

メ
㋙
コ

ド　 ㋱　 ㋱　 ㋱　

西　

軍

大
将

副
将

３
将

４
将

５
将

６
将

７
将

８
将

９
将

中
堅

11
将

12
将

13
将

14
将

15
将

16
将

17
将

18
将

次
鋒

先
鋒

　開　
　

達
志

〃

◯
島
崎　

勇
志

　

中
武　

剣
吾

　

渕
田　

啓
正

〃

◯
大
石　

大
貴

　川
原　

淑
央

　

七
篠　

裕
哉

　

小
笠
原
健
介

〃 〃

◯
村
上　

哲
彦

〃

◯
小
倉　

健
志

〃
　野
田　

弦
汰

　

今
村　

侑
資

　

藤
原　

郁
哉

　

久
保　

淳
平

　

斎
藤　
　

翼

　河
内　

鴻
佑

　

持
原　

大
希

　

岩
佐　

健
太

〃

◯
竹
政
健
太
郎

　

望
月　

脩
平

氏　

名

４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ３ ３ ３ ４ ３ ３ ２ ３ ３ ２ 学
年

福
岡
教
育
大

関
西
学
院
大

鹿
屋
体
育
大

大
阪
体
育
大

福
岡
大

近
畿
大

立
命
館
大

関
西
学
院
大

松
山
大

大
阪
教
育
大

同
志
社
大

大
阪
体
育
大

愛
知
学
泉
大

環
太
平
洋
大

朝
日
大

愛
知
学
院
大

鹿
屋
体
育
大

岐
阜
大

松
山
大

鹿
屋
体
育
大

学
校
名

×××××××××××

を
広
げ
た
。
続
く
17
将
の
村
瀬
諒
（
日
本

体
育
大
）
は
、
選
手
権
大
会
の
悔
し
さ
を

晴
ら
す
４
人
抜
き
の
活
躍
を
見
せ
た
。
西

軍
９
将
・
村
上
哲
彦
（
松
山
大
）
は
３
人

抜
き
に
挑
ん
だ
が
、
東
軍
11
将
・
濱
崎
翔

大
（
国
際
武
道
大
）
と
引
き
分
け
、
流
れ

を
止
め
ら
れ
て
し
ま
う
。
東
軍
が
リ
ー
ド

し
た
ま
ま
勝
負
が
進
み
、
東
軍
の
副
将
・

兵
藤
裕
則
（
中
央
大
）
は
西
軍
の
大
将
・

開
達
志
（
福
岡
教
育
大
）
と
対
戦
。
試
合

は
延
長
ま
で
も
つ
れ
た
。
開
の
手
元
が
上

が
っ
た
一
瞬
を
逃
さ
な
か
っ
た
兵
藤
は
、

跳
び
込
み
小
手
で
打
ち
取
っ
た
。
１
人
残

し
で
東
軍
の
勝
利
が
決
ま
っ
た
。

◎
東
軍
17
将
＝
村
瀬
諒
選
手（
日
本
体
育
大
）

「
個
人
戦
の
２
位
の
結
果
は
悔
し
い
で

す
。
相
手
の
勢
い
に
押
さ
れ
、
受
け
に
回

り
、
気
持
ち
が
引
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

東
西
対
抗
で
は
捨
て
切
る
気
持
ち
で
試

合
に
臨
み
ま
し
た
。
せ
っ
か
く
選
出
し
て

い
た
だ
い
た
の
で
東
軍
の
勝
利
に
貢
献
で

き
る
よ
う
頑
張
り
ま
し
た
。

　

関
東
、
全
日
本
大
会
で
も
日
体
大
の
仲

間
た
ち
が
良
い
成
績
を
残
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
勢
い
で
、
11
月
の
団
体
戦
で
は

日
本
一
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
」

▽
女
子

　

先
鋒
、
次
鋒
と
引
き
分
け
た
後
、
東
軍

東
西
対
抗
試
合

　

５
日
に
女
子
、
６
日
に
男
子
の
試
合
が

行
わ
れ
た
。
男
子
は
東
西
各
20
名
が
出

場
。
女
子
は
東
西
各
10
名
が
出
場
。
試
合

時
間
は
３
分
間
。
三
本
勝
負
の
勝
ち
抜
き

戦
で
争
わ
れ
、
時
間
内
に
決
し
な
い
場
合

は
、
引
き
分
け
と
し
、
大
将
の
試
合
の
み

時
間
無
制
限
の
一
本
勝
負
に
よ
る
延
長
戦

が
行
わ
れ
た
。

▽
男
子

　

東
軍
18
将
・
黒
木
翔
平（
東
北
学
院
大
）

は
、
２
人
を
勝
ち
抜
き
幸
先
よ
く
リ
ー
ド

東
軍
17
将
・
村
瀬（
右
）対
西
軍
13
将
・
藤
原
。
村

瀬
は
４
人
抜
き
を
果
た
し
、東
軍
の
勝
利
に
貢
献
。
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大
将

副
将

３
将

４
将

中
堅

６
将

７
将

８
将

次
鋒

先
鋒

東　

軍
（
大
将
戦
に
よ
り
勝
利
）

◯
松
本　

弥
月

　渡
邊　

タ
イ

　

末
弘　

夏
菜

　

坂
本　

紗
彩

〃 〃

◯
鈴
木　

瑞
生

　

稲
葉　

陽
花

　

武
田　

真
弥

〃

◯
矢
上　

悠
香

　

篠
塚　
　

光

　鈴
木
利
幸
子

氏　

名

４ ４ ４ ３ ３ ４ ２ ４ ３ ２ 学
年

法
政
大

日
本
体
育
大

国
士
舘
大

北
翔
大

筑
波
大

仙
台
大

新
潟
大

駒
澤
大

青
森
大

札
幌
大

学
校
名

延
コ

㋱ ㋱ ㋙
各
試
合
結
果㋱　 ㋱　 ㋱　

　 　

西　

軍

大
将

副
将

３
将

４
将

中
堅

６
将

７
将

８
将

次
鋒

先
鋒

◯
木
村
歩
由
美

　

有
馬　

七
純

　濱
川　

裕
子

　

竹
田　

香
波

　

松
原
沙
耶
香

　

中
川　

澄
霞

〃 〃 〃

◯
柚
本　

佳
代

　

濱
本　

想
子

　

堀　
　

加
奈

　

和
田　

美
咲

氏　

名

４ ４ ４ ４ ４ ４ ４ ３ ２ ２ 学
年

大
阪
体
育
大

福
岡
大

近
畿
大

大
阪
教
育
大

常
葉
大

広
島
大

龍
谷
大

広
島
大

名
古
屋
経
済
大

鹿
屋
体
育
大

学
校
名

◇
全
日
本
女
子
学
生
剣
道
東
西
対
抗
試
合
（
監
督
・
助
監
督
は
男
子
と
同
じ
）

※
名
前
上
部
の
藺
は
優
秀
選
手
賞

××××××

【
大
会
結
果
】

■
選
手
権
大
会

◇
男
子
＝
①
梅
ヶ
谷
翔
（
中
央
大
）
※
中

央
大
学
生
と
し
て
は
10
年
ぶ
り
８
回
目

②
村
瀬
諒
（
日
本
体
育
大
）
③
今
村
侑

資
（
大
阪
体
育
大
）、
永
井
雪
新
（
中

央
大
）

◇
女
子
＝
①
松
本
弥
月
（
法
政
大
）
※
法

政
大
学
生
と
し
て
は
初
優
勝
②
川
﨑
茜

（
早
稲
田
大
）
③
秋
田
惠
（
近
畿
大
）、

中
川
澄
霞
（
広
島
大
）

■
東
西
対
抗
試
合

◇
男
子
＝
東
軍
が
１
人
残
し
で
勝
利

　
（
東
軍
44
勝
16
敗
１
引
き
分
け
）

◇
女
子
＝
東
軍
が
大
将
戦
で
勝
利

　
（
東
軍
３
勝
５
敗
）

８
将
・
矢
上
悠
香
（
駒
澤
大
）
は
１
人
抜

き
、勢
い
に
乗
る
。
し
か
し
、西
軍
７
将
・

柚
本
佳
代
（
龍
谷
大
）
の
上
段
か
ら
の
面

を
受
け
、
敗
れ
る
。
柚
木
は
４
人
目
の
東

軍
中
堅
の
鈴
木
瑞
生
（
筑
波
大
）
に
敗
れ

た
。
鈴
木
は
２
つ
取
り
返
し
、
西
軍
の
中

堅
・
松
原
沙
耶
香
（
常
葉
大
）
と
引
き
分

け
、
五
分
に
戻
す
。
以
降
、
副
将
戦
ま
で

引
き
分
け
が
続
き
、
勝
負
の
行
方
は
大
将

戦
へ
。

　

東
軍
の
松
本
弥
月
（
法
政
大
）
対
西
軍

の
木
村
歩
由
美
（
大
阪
体
育
大
）。
両
者

は
攻
め
合
う
が
、
一
本
が
決
ま
ら
ず
延
長

へ
。
打
ち
合
い
の
中
か
ら
木
村
は
引
き
面

を
狙
う
が
、
松
本
は
竹
刀
で
受
け
返
し
、

小
手
を
打
ち
込
み
、
勝
負
あ
り
。
大
将
戦

を
制
し
た
東
軍
が
勝
利
を
収
め
た
。

四
六
判
・
上
製
・
三
四
四
頁
・
本
体
二
四
〇
〇
円
＋
税

好評発売中

第
一
章

　武
士
道
の
大
意

第
二
章

　武
士
の
流
儀

第
三
章

　実
力
世
界
の

　
　
　
　リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

第
四
章

　宗
教
的
精
神

第
五
章

　仁
義
、忠
孝

第
六
章

　家
族
観
、教
育
観

第
七
章

　武
士
道
と
現
代

目 

次

皇
學
館
大
学
教
授

日
本
倫
理
思
想
史
研
究
の
第
一
人
者
が
わ
か
り
や
す
く
説
い
た
、武
士
道
書
の
決
定
版
。
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〈広告〉

著者の80年の生涯にわたる
剣道修錬を集大成した

本格的剣道修行論

日本武道館の単行本

好評発売中！

全
日
本
剣
道
連
盟
相
談
役
・
剣
道
範
士
九
段

堀
籠

　
敬
藏  

著
第一章　剣道

第二章　剣道の歴史

第三章　修錬・先人に学ぶ

第四章　剣道の極意

第五章　武道における「礼」

第六章　剣理

第七章　指導者としての心構え

〒102－8321　東京都千代田区北の丸公園２－３
ホームページ　http://www.nipponbudokan.or.jp/編集・発行・日本武道館

目

次

（
写
真
提
供
＝
剣
道
時
代
）

（
写
真
提
供
＝
剣
道
時
代
）

（ 

四
六
判
・
上
製
・
３
４
４
頁 

）
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〈広告〉

日本武道館発行の単行本（本をクリックすると、詳細が表示されます）

高め合う剣道

佐藤 成明 著
筑波大学名誉教授

刀剣の
　歴史と思想

酒井 利信 著
筑波大学大学院准教授

（ 四六判・上製・346 頁 ）

マンガ・
　武道のすすめ

田代しんたろう 著
漫画家・別府大学教授

（ B５判・並製・236 頁 ）

今、なぜ武道か
―文化と伝統を問うー

中村 民雄 著
福島大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

兵法家伝書に学ぶ

加藤 純一 著
文教大学教授

（ 四六判・上製・344 頁 ）
林　邦夫 著

中京大学教授

（ 四六判・上製・298 頁 ）

人を育てる剣道

⻆　正武 著
剣道範士八段

（ 四六判・上製・268 頁 ）

武道
過去・現在・未来

剣道で
　学び得たもの

田中　守 著
国際武道大学教授

（ 四六判・上製・274 頁 ）

武道における
　　　身体と心

前林 清和 著
神戸学院大学教授

（ 四六判・上製・370 頁 ）

禅の思想と剣術

佐藤鍊太郎 著
北海道大学大学院教授

（ 四六判・上製・386 頁 ）

BUDO：
THE MARTIAL WAYS OF JAPAN

日本武道館 編
翻訳・編集：アレキサンダー・ベネット

（ B５判・上製・DVD 付・336 頁 ）

日本武道館 編

日本の武道

（ B５判・上製・箱入・526 頁 ）

（ 四六判・上製・564 頁 ）




